






要約:ファロー四徴の心内修復術後にみられる心室性期外収縮について、254 例(修復時年

齢中央値 4 歳 3 月)を対象として検討した。経過中、術後 1 年以上の死亡例は 1.1%であっ

た。心室性期外収縮は心電図上 6.3%、トレッドミルでは 17.7%に認められた。体表面電位

図での離脱領域(departure area)、タリウム心筋イメージングでの灌流欠損像は、いずれ

も期外収縮例に有意に多く、心室性期外収縮が心筋障害を基盤として発現することが示唆

された。 


